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審査要旨 (2, 000字以内）

本論文は， 18歳以下の孫をもつ沖縄在住の女性（祖母）69名を対象に，孫の育児支援，身体活動，

健康関連クオリティオプライフ(HRQOL)の実態及び育児支援と身体活動， HRQOL(SF-8)との関連

を明らかにすることを目的として行われた．分析対象者 48名（年齢中央値 62歳）の身体活動は， 3軸

加速度計を用いて測定した結果，座位状態が 357.1分／日(43.0%），軽強度身体活動(LPA)が441.1

分／日伽速度計装着時間の 51.4%），中高強度身体活動(MVpA)が46.0分／日 (5.7%）で，今回の対

象の MVPAは米国スポーツ医学会が推奨する MVPA基準(30分／日）を満たしていたことが明らか

となった． LPA,M守 Aにおける身体活動の種類では，非歩・走行活動(non・locomotive)が歩・走行

活動(locomotive)に比べ，その割合が高くなっていた階層クラスタ分析の結果，育児支援は，①非

日常的な社会文化的・経済的支援 22名(46%)，②身体的支援 16名(33%），③総合的支援（社会文化

的・経済的支援，家事，身体的支援等含む）10名(21%）の3バターンに分類された．また，主に世話

をしている孫の年齢による育児支援特性別の身体活動は， 4・6歳児の世話をしている対象は座位時間



が少な<,3歳以下及ぴ4・6歳の世話，孫の送迎に関わっている対象は MVPA時間が有意に長かつ

た．対象全体の身体活動と HRQOLとの関連性の検討では， LPA(1ocomotive)時間は身体機能と，

MVPA(total, locomotive)時間は身体役割機能と， MVPA(1ocomotive)時間は精神的 QOLの要素であ

る活気と有意な正の相関が認められ，孫の育児支援による身体活動と身体的 QOL（身体機能，身体役

割機能）及び精神的 QOL（活気）との関連が示唆された．また，主に世話をしている孫の年齢による育

児支援特性別の身体活動と HRQOLとの関連の検討では， 3歳以下の孫を支援している対象(21名）

のLPA(total,non-locomotive)時間と MVPA(total)時間は身体の痛みのなさと有意に関連し，

MVPA(locomotive)時間は身体的役割機能と活気との有意な正の関連がみられ， 4・6歳の孫の育児支

援をしている対象(13名）においても LPA（切tal,non・locomotive)時間と身体機能，活気との有意な関

連性が認められた以上のことから，孫の非日常的支援を提供している祖母の身体活動は適切なレ

ベルであり，身体的及び精神的 QOLに有意に関連することが明らかとなった．

本審査では，本研究の背景や方法，結果，考察に関するプレゼンテーションが行われ，予備審査

で指摘された事項について，再分析を行った結果及び結果の解釈に関する Limitationについても追

加で言及されていた．質疑応答では，方法論やデータの解釈，今後の研究の方向性について質問が

あったが，申請者は質問者の意図を捉え，適切に応答していた．

本研究は，沖縄県在住の限定された対象の結果ではあるが，これまで，祖母による孫の育児支援

の状況と客観的指標による身体活動の実態及び身体活動と HRQOLとの関連性について検討した研

究は存在せず，実際に測定した身体活動時間のデータをもとに，孫支援を提供している祖母の身体

活動が身体面や精神面の QOLに良好な影響をもたらすことを明らかにした意薬は大きいと考える．

今後は本研究の成果をもとに，孫に限らず，高齢者による幼児の育児支援活動を地域社会へ展開し

ていくことで，高齢者の身体機能や精神而の QOL向上に期待できる．

以上のことから，申請者は研究内容を十分理解し，審査過程においても主査，副査の指摘事項や

質問者の質疑に適切に対応出来ていた．また，本論文は，国際誌 Journalof Intergenerational 

Relationshipsに掲載された学術論文をもとに作成されていることから保健学博士論文としての基準

を満たし，学位論文，最終試験ともに『合格』とした．


